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論文内容の要 1::. EI 
迷路は身体平衡に関係する器官であり，この働きは骨絡wjlこ与える迷路性的緊張に，閃JÆするもの
である。しかし両側迷路が各w5肉に，如何に緊張を与えるかについては，従来種々な論議がある。乙
れらの論議に基礎を与えるものは，主として機能検査の所見であった。ただ長谷川，鈴木らは二三の
筋種について，組織解剖学的に，後藤らは生化学的にも検討を行なっている。本研究はー側迷路を破
壊した蛙について，頚筋および四肢加の組織学的検索を行ない迷路性筋緊ij長の解明の一助とせんとし
たものである。
仁実験方法〕
(1) 実験動物は，体重40g 内外のトノサマガエノレ (Rana nigromaculata nigromaculata) を用いた。
(2) 迷路破壊は経口蓋的に行ない，前耳骨の一部を開放し，右側迷路を子術的に完全に破壊した。
(3) ー側迷路破壊後の，蛙の全身的所見をfI告を追って観察し，迷路反射についても検討した。
(4) ー側迷路破壊後， 1--3 日， 1 週間， 2 週間， 3 週間， 4 週間， 一定条件で飼育した蛙につい
て，その頚部筋肉の全層を，脊柱につけたまま取り出し，以下の操作を行なった。
a )組織標本作製:上記実験材料を， 冷 Bouin 液または冷2096ホノレマリンにて固定し， Plankｭ
Rychlo 脱灰液にて脱灰した後，アルコーノレ脱水して，セロイジンまたはノマラフイン包埋を行な
い， 10--20μ の主として脊柱に対し直角な，水平断の迫続切片を作製した。
b )染色: Hematoxylin-Eosin 重染色，鈴木氏鍍銀法， Van-Gieson 染色 Azan 染色を行ない，
左右の同名筋肉の比較観察を行なった。
(5) ー側迷路破壊後各時期の蛙について，左右の後肢から屈筋，仲筋を取り，上記の固定，包埋をし
て， 15--20μ の切片の組織標本を作り， H-E 染色を行なった。
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(9) ー側迷路破壊後各l時期の蛙について，頭部筋肉を脊柱につけたまま取り出し，クエン酸にて pH
7.4--7.5 ìこした。 1096 E. D. T. A. 放にて，低温 [1 1 性脱灰を行ーなった後， クリオスタットにて
30--50μ の凍結切片を作り， Nachlas 等の方法にて頭部筋肉のコハク酸脱水素酵系活性を左右で
比較検討した。
〔実験成績〕
(1) ー側迷路破壊した蛙では，頭部は破壊側に引きつけられ，)Z破壊側を下方腹側に向けねじれる。
|些|肢は破壊側が肉転屈曲，正常側が外転伸展する。この特有の姿勢を時を追って観察すると手術後
3 迎迄が強く， 4 -5 週でやや回復するも，その後はあまり変化しない。
(2) ー側迷路破壊蛙では，正常のものに比し体重減少を認めたD 術後 1--2 週間にみられ，その後は
回復に向う。
(3) ー側迷路破壊により，向位反射はほとんど|埠吉されない口廻転反射(頭部)は一時両方向廻転と
もに|埠'，1;:されるが，正常側に l匂う廻転では回復し，破壊側に IËl]う回転の場合は，子術後日数を経て
も，回復しない。
(4) 組織学的所見
i )刻印の深層 1iXiである頭部及背部横矢問筋，椎弓問 J1JJ ， 筋等において，組織学的所見の左右差を
iutめた。
i )迷陥)1:/政壊側において，筋線維膨化，線維問の境界不明，核の変形，染色性の不良，核小体の
不I~J I欧 /Hの変化を認めた。
iii) 迷山破壊側では，以上の変化は少なく，核のJ~ も正常に近いものが多く，核小体も明らかなも
のが多い。
iv) 知的のうち，表層筋lこは，迷路非破壊側においても，変化はみられなかった。
v) }j íj ， iLの組織学的TfrJ~は，子術後 1--3 週間に著明であるが，術後短H与問でも出現し，耳目位変化
のやや回復する沼 4 週では，むしろ変化は軽度になる傾向がある。
vi) 組織学的変化は，第 1--沼 4 脊椎問の筋肉に著|月で，とくにW2 椎骨前後に強い。 第 4 脊椎
より応側の fVjではみられない。
vii) IJlj肢筋では組織学的変化はみられず，左右の伸jf3'j ， 屈筋共に，差がなかった口
viii) 顎仰のコハク酸脱水系酵来の活性については，一側迷路破壊後に， 若 IVJ な左右差を認めなか
っ 7こ口
〔総括〕
-ß[IJ迷路破壊後に起る骨格的.の組織学的変化は，匹l肢 Jf):i ìこは認められず，変化は頚筋において，迷
路)1二l政 i裳側深層fJJ:j にのみ観察される D またこの変化は，第 1--第 4 脊椎骨問筋にのみ現れる。以上に
より，迷路性的緊張は凶肢筋には直接与えられず，頚部深層筋にのみ与えられるという，長谷川説が
文j与される。
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論文の審査結果の要旨
迷路は身体平衡に関係する器官であり，この働きは， rill'格j自に与えられる迷路性脳緊張している。
従来両側迷路が5YJ'j に如何に緊張を与えるかについては，長}j物の姿勢の矧察や的電図による研究等，主
として機能検査のT1d;!.により論議された。本研究は迷路と筋の閃係を組織J主的 lこ検，:iJ"したもので， ト
ノサマガエノレを用いて，そのー側迷陥を破壊し，術後一定期間削育したものについて，そ ω31目的およ
び四肢m'jの状此を観察したものである。その結果，迷路非破壊側のJ!II 部深層別である以白，ì~ fJ~l矢 nu筋，
背部横矢問jJ}j ， 椎弓間筋において， 4、jt具の変化を認め，筋線維のJJf13 化， Jjt在日H，似濁，筋線維間の境界
不明，筋線維および紘-の染色性不良，核変J~ ， 松の内容の不明瞭がみられた。迷路破壊側の空þ1t}l~深
層筋では，これらの変化は起らず，正常動物と同じであった。また頚筋のうち表層5Ð'j については，迷
路破壊側および非破壊側ともに変化はみられなかった。なお，迷路非破壊側の頭部深層筋にみられる
特異の変化も， tr~ 4 脊椎より尼側では，認められなかった。ープj凶!伎加では，左右仲 jIJ'j屈仰ともに特
別の変化を示さず，正市筋像を認めた。-側迷路破壊後の顎Jj}j について， コハク酸脱水系両手主活性を
検討したが，著明な左右差を認めなかった。
これらの所見より，反対側第 1 ないし沼 4 脊椎の頭部深層的と迷路の!日]に，作目iJな関係の存在する
ことが認められ， -側迷路が反対側主þ1f佳問筋にのみ緊眠を与えるという長谷川説が文J与された。本研
究は組織学的な基礎的知_1 lを以て，迷路生理に寄与するものと忠われる口
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